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自律経営推進予算
31年度(単位：万円)

都 立 三 鷹 中 等 教 育 学 校

http://www.mitakachuto-e.metro.tokyo.jp

ブレザー、スラックス

入学後の満足度について、保護者の評価が大変高く、都民の期待に沿った教
育活動が行われている。

制服
ブレザー、スカート、スラックス

制服

（１）将来の日本を担う生徒を育てる学校　　　 （３）思いやりの心をもった豊かな人間性を培う学校
（２）高い見識と幅広い視野を培う学校　　　　　（４）中高一貫教育校として、６年間の体系的な教育課程を実践する学校

主な学校行事

主な部活動

生徒在籍数

男子
女子 ブレザー、スカート、スラックス

校服

学校評価

思いやり・人間愛（ヒューマニティ）を持った社会的
リーダーの育成

電話
番号

181-0004
三鷹市新川六丁目２１番２１号

ＪＲ線「三鷹」駅・「吉祥寺」駅から、仙川駅行バス約２０分

34年度32年度30年度29年度28年度
今年度の数値目標の内容

その他

60%
90人

19週

60%
109人 110人

ホームページ

③

80%65% 80% 80% 76%
122人 110人

目

標

②

数

値

目

標

目

標

③

目標①
目標②
目標③

国際理解教育を推進し、グローバルな視野の育成を図る。

将来の在り方・生き方を見据えた、系統的・継続的キャリア教育を行う。

前期課程修了時点における英検準２級以上の取得率
国公立大学、難関私立大学（早・慶・上・理）を合わせた合格者数
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②

伝統・文化の理解に基づく国際理解教育の推進とグローバルな視野の育成

ＩＣＴ機器を活用した幅広い教育活動

「その他特に必要な教科」及び「学校設定科目」の設置

特 色 あ る

アクセス

① 本校独自の学習到達指標「三鷹スタンダード」に基づく学力伸長

総合的な学習の時間「人生設計学」における系統的・継続的キャリア教育
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前期課程の月曜補習の実施週数

平成31年度　都立学校・学校経営シート
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京王線「仙川」駅から、三鷹駅行、吉祥寺駅行バス約１５分

京王線「調布」駅から、杏林大学病院前行きバス約２５分
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中等教育学校

教育活動
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所 在 地 0422-46-4181

募集人員

中等教育学校

男子 5.98
女子

一般枠募集：男子８０人、女子８０人
特別枠募集：実施しない

29年度
男子

6.74

男子

17週
目標実績 実績目標実績 目標

20週18週

33年度

20週20週

今年度
目標目標目標実績

４７８人（男子２３１人、女子２４７人） ４６２人（２１６人、２４６人）

女子
6.13

5.98
前期課程 後期課程

7.5031年度

東京グローバル１０、ＩＣＴパイロット校、理数研究校、パラリンピック競技応援校、海
外学校間交流推進校、スポーツ特別強化校、全国ビブリオバトル３年連続出場

合唱祭、文化祭、体育祭、海外修学旅行
校外学習、勉強合宿、海外ボランティア研修

ブレザー、スラックス

合唱祭、文化祭、体育祭、研修旅行
宿泊校外学習、英語学習発表会、校内留学

サッカー、バドミントン、ラグビー、野球、水泳、
陸上競技、音楽、吹奏楽、茶華道、演劇、美術

剣道、テニス、バスケットボール、バレーボール、
、書道、弓道（後期課程）、チアダンス（後期課程）

1,934

６年間を見通した教育課程の編成と特色ある教育を推進する。
（１）　全教科・領域における体験的・探究的学習を推進する。
（２）　ＩＣＴ機器や主体的・対話的で深い学びを積極的に導入し、生徒の
理解の浸透を図る。
（３）　本校独自の学力基準「三鷹スタンダード」に基づき、発達段階に応
じて生徒一人一人のニーズに的確に対応する。

（１）　総合的な学習・探究の時間を中心に、将来、「社会のリーダーとし
ていかに社会に貢献していくのか」といった視点から幅広いキャリア教育
を展開する。
（２）　６年間を通して培った力を基礎として、自分の将来の進路を実現す
るための大学を選択させる。

（１）　グローバル人材を育成するため、国際交流活動を実施する。
（２）　オリンピック・パラリンピック教育を通して、国際社会におけるリー
ダーとなれる人材を育成する。
（３）　英語の授業の工夫、発表・実践の機会の確保などにより、語学力
の更なる向上を図る。

今年度の取組と自己評価
（１）　新学習指導要領及び高大接続改革に伴う大学入学選抜に関する対応として、後期課程の授業の実施単位数
を増加するため、教育課程を改善・再編成した。
（２）　ＩＣＴ機器を活用した反転授業や主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニングの視点）を取り入れた授業
展開を研究し、ＩＣＴパイロット校研究発表会において、全ての教員が学習指導案を提案した。
（３）　前期課程の月曜補習、後期課程の放課後補習、前期課程及び第５学年の夏期講習、第６学年の長期休業日
中の講習・補習、第４・５学年の勉強合宿などを通して、個に応じた学力の定着を促進した。

（１）　セカンドステージの指導計画を大きく改善し、生徒の学ぶ意欲を引き出すとともに、高度な学問研究に魅力を感
じさせ、学術的論考として論文集を作成できた。
（２）　総合的な学習の時間「人生設計学」と各教科や特別活動との指導を効果的に関連付けた、６年間の全体的・教
科等横断的な学習指導計画を構築し、生徒が主体的に課題を発見・解決し、意見表明していくことができる学習指
導・キャリア教育を展開した。

（１）　海外生徒を招いての交流、海外ボランティア研修、海外修学旅行、東京グローバル遠足など、年間を通して
様々な国際交流活動に取り組んだ。
（２）　校内留学、海外ボランティア研修、各種留学事業、海外大学等進学講座などを系統的に指導するとともに、生
徒にも明確に自覚させて取り組ませるなど、海外大学等進学希望者への校内支援強化策を充実させた。
（3）　前期課程及び第４学年の全ての授業において日本人教員とＪＥＴあるいはＡＬＴとのＴＴを実施したほか、全学年
においてCAN-DOリストに基づいて英語の５技能をバランスよく育成した。
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